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研究成果の概要（和文）： 

本研究においては､技術者特有のメンタルストレスに対応した教育プログラムを開発し実施す
るための支援システムの開発とその実践を目的とし、基幹システムおよび通信の技術的な準備
および教育支援プログラムの開発のため、１年生、２年生、３年生の計約３０名に PDA 端末
を持たせ、環境からの快不快刺激等の情報共有を行い、ストレス耐性の高い状態を創生するよ
うな行動変容を促すプログラム開発を試み、一定の成果を得た。 
研究成果の概要（英文）： 
 
In recent years the issue of mental health peculiar to an engineer occurs in the 
company handling a technique specialized highly, and it is in a big problem in 
productivity improvement. For the talented person training, it is necessary to develop 
educational program corresponding to mental stress peculiar to an engineer at the 
university in particular from the entrance to school first year. In this study, we gave 
thirty admission students a PDA (personal information terminal) among entrance to 
school students for technical preparations for core computer system and 
communication and the development of the education support program for the 
development of the support system, which we developed the educational program and 
carried it out. As a result, we gave in total 30 people of the first grader, second grader, 
and the third grader a PDA terminal. It became able to investigate change over time. 
We tied up these PDAs with an existing communication line and grasped everyday 
psychological condition (mental health, mental stress) in real time. As a result, various 
intelligences were enabled from the start by the PDA terminal which could start 
instantly even if they did not depend on a fixed personal computer for various kinds of 
information. Besides, we held information sharing such as the 
pleasantness/unpleasantness stimulation from environment and developed programs 
to promote the action transformation that a wound student did a stress-resistant high 
state and got constant result. 
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１．研究開始当初の背景 

近年、高度専門的な技術を扱う企業現場に
おいては技術者特有のメンタルヘルス問題
が発生しており､生産性向上において大きな
問題になってきている。我が国の産業の活性
化､国際的な競争力の強化に資する人材養成
のためには、これまでの予防や発生後の対処
という観点ではなく､技術者養成の各プロセ
スにおいて､特に大学では入学初年度から、
技術者特有のメンタルストレスに対応した
教育プログラムを開発する必要があると考
えられた。 

 

２．研究の目的 

本研究においては､上記の教育プログラム
を開発し実施するための支援システムの開
発とその実践を目的とした。 

 

３．研究の方法 

 基幹システムおよび通信の技術的な準備
および教育支援プログラムの開発とその評
価が主な方法であった。 
 
（１）本学の初年度入学生約１００名のうち、
経営情報システム工学課程全員（約 10 名）
に PDA（個人情報端末）を持たせることとす
る。 
（２）これらを既存の通信回線で結び、日常
の心理状態（メンタルヘルス、メンタルスト
レス）をリアルタイムに把握する。 
 このシステムについて改めてシステム開
発を行うこととした。PDA からの情報を既存
の通信回線で専用 DB サーバにデータを集中
させ、日々の心理状態（メンタルヘルス、メ
ンタルストレス）をリアルタイムに把握でき
るようにした。 
（３）より適切な学習プログラムやアドバイ
スを提供する全体のプログラムを開発した。 
 初年度は PDA端末の配布およびシステムの
構築を目標としたが、第２年度および最終年
度においては、よりストレスマネジメント力
の高いプログラム開発を行った。 
（４）これらの計画を実施するために必要な
調査研究も併せて行うこととした。 
 
４．研究成果 
 本研究の成果は５．主な発表論文等に記載
の通りであるが、このうち成果が顕著な本研
究で構築したシステムを用い、単にコミュニ
ケーションのトレーニングツールとして有
用であるだけでなく、個人の感情などにも影

響を与えることができる可能性を示したも
のである。 
 
SISS(Stressor Information Sharing System)
の開発 
 
1.序論 
 近年，技術者は高度専門的な技術を扱う企
業現場において，刻一刻と変わりゆく技術を
取り入れるための努力が絶え間なく行われ
ている．一方で技術者は，厚生労働省が発表
する（平成 16～22 年）「精神障害等に関する
労災補償」に示されるように，特有のメンタ
ル部分の問題を抱えている．本学でも，技術
者養成のカリキュラムが組まれていること
からこの問題を危惧し，メンタルストレスに
着目した教育支援プログラムの開発を行っ
てきた 1)．しかし，メンタルストレスを減
らすことを目的とした多くの先行研究では，
これを誘起するストレッサーに着目して行
っているものも少なくない．その中でも，ラ
ザルスら 2)は被験者をストレッサーに関す
る情報を与える群（脅威教示群・知性化教示
群・否認教示群）と与えない群（無教示群）
に分類して研究を行い，ストレッサーに関す
る情報を与えることがストレス反応を左右
するということ報告している．このことを踏
まえ，本研究ではストレッサーに関する情報
の共有によって学生のメンタルストレス低
減を実現することを大目的とし，ストレッサ
ー情報共有システムの開発を目的とする．   
 
2.ストレッサー情報共有システムの開発  
2.1 コンセプト 
 本システムのコンセプトを図１に示す．被
験者 A は，被験者 B，C，D とストレッサー
情報を共有するために，自身が知覚したスト
レッサーに関する情報を本システムの入力
ページより入力する．被験者 B，C，Dは本シ
ステムにアクセスし，被験者 A が入力したス
トレッサー情報を閲覧して，ストレッサーに
対する考え方を変えること（認知的評定）や
逃避，回避，攻撃などの上手な対処方法（対
処行動）を取ることが可能になる．また，被
験者 B，C，D がストレッサー情報を評価して
被験者 A にフィードバックを行うことで，被
験者 A の認知的評定や対処行動に対しても
支援できる．これを繰り返すことで，ストレ
ス反応を左右するもしくは減らすことにつ
なげることができる．   



 
図 1 開発するシステムのコンセプト 
 
 
2.2 要求 
 本システムのコンセプトを満たすため，具
体性・リアルタイム性・保存性・実証性とい
う 4 つの要求を挙げる．具体性はストレッサ
ー情報によってストレッサーがどういうも
のであるかを理解するために必要である．リ
アルタイム性は時間に依存するストレッサ
ー（窓からの採光など）に対応するために必
要である．保存性はストレッサー情報の格納
や取得を行うために必要である．実証性は本
研究の仮説を検証するために必要である．   
2.3 仕様 
 これらの要求を満たす本システムの仕様
を決定する．具体性を持たせるためにストレ
ッサー情報を入力する場所では六何の原則
（ 5W1H）3)に基づいた入力項目とし，入力
を行う被験者（ Who），ストレッサーのある
場所（ Where），ストレッサー（ What），ス
トレッサーがどのようなものであるか
（ How），ストレッサーのある状況に関する
補足説明（ Why）という入力項目と入力時間
（ When）の取得関数を用意する．リアルタ
イム性を持たせるために本システムをネッ
トワークに対応したものとする．また，いつ
でもどこでもストレッサー情報の送受信を
可能にするためにタブレット型情報端末
（iPadc）を用いる．そして，保存性を持た
せるためにデータベースを用意する．実証性
を持たせるために本システムにストレッサ
ー情報を共有できる場所を用意する．   
2.4 設計 
 本システムの入出力ページの開発には開
発言語 PHP を用いた．データベースに関して，
本研究では Linux のサーバーを用意しデー
タベース（ MySQL）を用いた．また，データ
ベースの管理には phpMyAdmin を用いた． 
開発した入力ページを図 2 に示す．入力ペー
ジは六何の原則に基づいた入力項目となっ

ており，現在地は 
どこですか，ストレッサーは何ですか，それ
に対してどのように感じたか，そのストレッ
サーはなぜあったのですか（補足説明）など
の質問項目と学籍番号を入力する場所を用
意した．学生がストレッサー情報を入力する
際，簡単に行えるように選択形式で入力でき
るようなインタフェースとなっており，入力
を行う際に選択する項目は本学学生 30 名を
対象とした予備的なアンケートにより決定
した．なお，項目がなく選択できない場合を
考慮に入れ，テキストエリアも用意した． 
開発した出力ページを図 3 に示す．入力ペー
ジで入力された内容と入力された時間が出
力ページに反映される他に，入力されたスト
レッサー情報を評価するための評価用ボタ
ンとその結果を表示するための項目を作成
した．評価結果の表示は記号や色などを用い
て工夫しわかりやすいものとした． 
 

 
図 2 本システムの入力ページ図 
 

 
図 3 本システムの出力ページ図  
 
 
3.評価方法 
 本システムの評価は，被験者 20 名（グル
ープ A10 名：本システムを用いるグループ，
グループ B10 名：本システムを用いないグル
ープ）による被験者間実験を行った．方法と
して，被験者のストレス反応を誘発させるた
め，ブラインドで光を遮断した温度 26.7℃
湿度 65%の部屋で，各グループに対して音声 



のない風景の動画（退屈を誘発する動画）を
およそ 5 分間上映した．その際，グループ A
の被験者らは動画を視聴しながら本システ
ムを介してストレッサー情報の送受信を行
い，各被験者間でストレッサー情報の共有を
行った．一方でグループ B は，ストレッサー
情報の共有は行わず，動画の視聴を行った．
なお，ここでは被験者らに対して意図的にス
トレッサーを提示して評価を行っているた
め，予備的なアンケートを通して選んだ項目
が本システムにとって適切かについての検
証は行わないものとする．動画視聴後，両グ
ループの被験者に対して VAS（Visual Analog 
Scale）5 段階評価によるアンケート調査を実
施した．質問項目は Q1（この動画を通して
ストレスを感じたか）， Q2（動画視聴中に対
処行動を取ったか）， Q3（対処行動によりス
トレスは減ったと思うか）の 3 項目とした．
また，本システムを介して発信されたストレ
ッサー情報からストレッサーについて認識
可能かの評価を行うため，グループ A の被験
者らに対して，ストレッサー情報から他の人
が知覚したストレッサーについて理解でき
たかを VAS5 段階評価で行った．   
 
4.結果 
 Q1（この動画を通してストレスを感じたか）
に対するグループ A のアンケート回答結果
を図 4 に示し，グループ Bのアンケート回答
結果を図 5 に示す． Q1 の結果から得られた 
VAS の平均値は，グループ A が 2.3，グルー
プ Bが 3.1 となった．平均値で比較した結果
から，グループ B よりもグループ A のほう
がストレスを感じていなかった． Q2（動画
視聴中に対処行動を取ったか）に対するグル
ープ Aのアンケート回答結果を図 6に示し，
グループ B のアンケート回答結果を図 7 に
示す． Q2 の結果から得られた VAS の平均値
はグループ A が 4.4，グループ B が 3.3 とな
った．平均値で比較した結果から，グループ 
Bよりもグループ Aのほうが対処行動を行え
ていた． Q3（対処行動によりストレスは減
ったと思うか）に対するグループ A のアンケ
ート回答結果を図 8 に示し，グループ B の
アンケート回答結果を図 9 に示す． Q3 の結
果から得られた VAS の平均値はグループ A
が 4.1，グループ B が 3.1 となった．平均値
で比較した結果から，グループ B よりもグル
ープ A のほうが対処行動によりストレスが
減ったと思う被験者が多かった．また，グル
ープ A の被験者に対して行った質問（ストレ
ッサー情報から他の人が知覚したストレッ
サーについて理解できたか）の回答結果を図 
10 に示す．本システムを通して得たストレッ
サー情報からストレッサーに対する理解度
を深めた被験者が 70％となった．   
 

 

 
図 4 Q1（この動画を通してストレスを感じた
か）に対するグループ A の回答結果  
 
 
 

 
図 5 Q1（この動画を通してストレスを感じた
か）に対するグループ B の回答結果  
 
 
 

 
 
図 6 Q2（動画視聴中に対処行動を取ったか）
に対するグループ A の回答結果  
 
 



 
図 7 Q2（動画視聴中に対処行動を取ったか）
に対するグループ B の回答結果  
 
 

 
 
図 8 Q3（対処行動によりストレスは減ったと
思うか）に対するグループ A の回答結果  
Q3 に対するグループ A の回答結果 
 
 

 
 
図 9 Q3（対処行動によりストレスは減ったと
思うか）に対するグループ B の回答結果  
Q3 に対するグループ B の回答結果 
 
 

 
図 10 ストレッサーに対する理解度ストレッ
サー情報からストレッサーの理解が可能か
について質問した結果 
 
 
5.考察 
 本研究では学生向けのストレッサー情報
共有システムの開発を行った．本システムを
介して発信されたスト 
レッサー情報から，図 10 に示したように，
利用者がストレッサーに対する理解を深め
ることができたと考えられる．また，評価結
果から，本システムのようにストレッサー情
報を共有することは利用者のストレス低減
に影響を与えているといえる．従って，例え
ば病院において本システムを応用すること
で，患者がストレッサーに対する理解を深め，
ストレスの低減につながる可能性がある．す
なわち，快適なホスピタルライフを送れる可
能性がある．   
 
6.結論 
 学生のメンタルストレス低減を目的とし
たストレッサー情報共有システムの開発を
行い，アンケート評価により本システムが利
用者の対処行動を促進し，ストレス反応に影
響を与えていることが示された．本システム
は病院内において応用することも可能であ
る． 
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